
   

今月は『かいじゅうたちのいるところ』のセンダックです！ 

 『かいじゅうたちのいるところ』と聞けば、｢モーリス・センダック｣を、すぐに思い出される方がいら

っしゃるのではないでしょうか？先月、復刊を待ち望んでいた『月夜のこどもたち』が『ムーン・ジャン

パー』と題名をかえて出版されました。 

『まよなかのだいどころ』じんぐうてるお：訳 冨山房 

 『かいじゅうたちのいるところ』と並んで、子どもの空想や夢の中を描いた代表作

です。迫力のある絵の連続は見ごたえがあります。『かいじゅうたちのいるところ』

とは違ったタッチを見せてくれるのも、センダックの多才な才能がみられる 1冊です。 

 

『ふふふん へへへん ぽん！』じんぐうてるお：訳 冨山房 

 絵本にしては長いし、マザーグースをもとにした不思議な世界のお話ですから、きっ

と子どもたちは退屈かな？と思うのは、大人だけ！センダックは子どもの心をつかむ不

思議な力を持っています。副題に「もっといいこと きっとある」とあります。それを

探しに旅立つ犬のジェニー。くいしんぼのジェニーの満足するところはみつかるのでし

ょうか？ 

『きみなんか だいきらいさ』ジャニス・メイ・ユードリー：文 こだま

ともこ：訳 冨山房 

 子どもの心を絵本全体で表現するセンダックらしい作品です。余白の使われ方が絶妙

です。二人の心の距離を、さりげなく表現しています。この作品のセリフや表情は子ど

もたちの毎日なら、日常茶飯事！この作品に難があるとすれば、（難などありませんが）少々絵本のサイ

ズが小さいこと。我が家の本棚では、この本が行方不明になることが日常茶飯事！！絵本館の本棚は大丈

夫ですよ！ 

『こぐまのくまくん』Ｅ・Ｈ・ミナリック：文 松岡享子：訳 福音館書店 

 くまくんシリーズの１冊です。この作品の中の一つのお話に「くまくんのつきりょこう」

があります。お母さんとくまくんの会話が、幼児とお母さんの会話そのもの！私などは遠

い昔の可愛かった我が子を思い出すために、本棚から時々出して読みます。可愛かった我

が子は、どこへやら。あ～、もう一度幼稚園のころに戻ってほしい～ 
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